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【2025 年 3 月 21 日、INAF 第 30 回研究会（政策セミナー）】での基調講演レジュメ 

 

以下は 2025 年 3 月 21 日、 INAF（東北亜未来構想研究所）の研究会で行った講演を若干

手直ししたものである。 

 

日朝間で最近若干のやり取りがあった。金正恩総書記は 2024 年 1 月 5 日、岸田文雄首相

に能登半島地震見舞いの電報を送り、その中で岸田首相を「閣下」という敬称で呼んだ。

2 月と 3 月、日本とのサッカーの試合で北朝鮮チームはフェアプレーに徹した振る舞いを

見せ、報道陣から試合ぶりを称賛する発言が飛び出すほどであった。以前、北朝鮮のチー

ムは勝つことにこだわるあまりラフプレーになることが多かったが、この時のプレーはが

らりと変わったのである。北朝鮮が日本との関係に意を用いていることは明らかであっ

た。  

 

岸田首相は 2 月 9 日、 衆議院予算委員会で「北朝鮮との関係については大胆に現状を変

えていかなければならない。日本政府は様々なルートで接触を試みている」との趣旨を発

言した。 

 

これに対し金与正朝鮮労働党副部長は 2 月 15 日、「日本側が拉致問題を障害物にしなけれ

ば、両国が近づけない理由はない。岸田文雄首相による平壌訪問もあり得る」との見解を

示した。 

 

しかし、日本側は拉致問題を終わったことにはできないと応じ、これに対し金与正氏は

「日本側とのいかなる接触も交渉も無視し、拒否する」との談話を発表するに至った。岸

田首相は 3 月２６日、金与正氏の談話について「コメント一つひとつについて何か申し上

げることは控える」と発言し、今回のやり取りは終わった。 

 

日本側が北朝鮮に対する方針を変えなかったことは明らかであった。「北朝鮮との関係に

ついては大胆に現状を変えていかなければならない」との岸田氏の発言は、言葉としては

今後の変化を予兆するものであったが、実が伴わないものであった。またかという感じで

あった。岸田首相は好んでこのようなことを述べたのでない。日本の政治状況の中では現

状を変えることはできないのである。 

 

一方北朝鮮は、最近、特に目立ってきたのは 2023 年からであったが、内政、外交両面で



変化の様相を見せている。 

 

これまで全国津々浦々に掲げられ、あるいは設置されていた金日成や金正日の肖像や銅像

が公の場から撤去されている。 

 

金日成主席が生まれた 1912 年を元年とする「主体年号」の使用はやめ（2024 年以来？）

西暦のみを用いている。金日成の誕生日は「太陽節」と呼ばれていたが、今は「4・15」

あるいは「4 月の名節」と表記するようになっている。これらは画期的な変化である。 

 

金正恩はこれまで祖父の金日成と父の金正日の権威の下に北朝鮮を率いてきたが、最近自

らの体制を強化し、また自信を強めている。「金正恩主義」とか「太陽・金正恩将軍」と

か「親しいオボイ（親愛なる父の意）」などの呼称が多くなっている。 

 

外交面ではロシアとの関係が目立ってよくなり、北朝鮮の立場が向上している。金正恩総

書記は 23 年 9 月訪ロし、前回（４年前）とは比較にならないくらい歓迎された。ロシア

極東アムール州のボストーチヌイ宇宙基地の視察にはプーチン大統領が金総書記に同行

し、北朝鮮が熱望していたミサイル技術の提供を約した。 

 

プーチン大統領も 2024 年 6 月、24 年ぶりに北朝鮮を訪問。金正恩総書記と１９日、「包

括的戦略パートナーシップ条約」を締結した。その第 4 条は「露朝のいずれかが武力侵攻

を受け、戦争状態に陥った場合、遅滞なく、保有するあらゆる手段で軍事的、その他の援

助を提供する」というものであり、一部には冷戦が復活したとの観測を呼んだ。 

 

このような北朝鮮の内外の大変化が日本との関係にどのような影響を及ぼすか。日本に対

しては、北朝鮮は相変わらず拉致問題は解決済みとのシングルイシューであることは前述

したとおりである。 

 

一方日本は政治状況が変わらない限り、真に新しい機軸を打ち出すことはできない。かと

いって何もできないとは思わない。遺骨問題については、いくつか問題が未解決のまま残

っており、日本政府が決断すれば突破口は開けてくるのではないか。経済面では制裁はと

もかく、日本政府はかつて人道的な食糧援助を行ったこともある。つまり状況次第では日

本として再度考慮することもありうる。 

 

2014 年の拉致問題に関する「特別調査」の結果について、日本と北朝鮮の立場が違ったま

まになっている。北朝鮮は特別調査の結果を日本側に伝えたと主張しているが、日本側は

受け取っていないという。調査結果の説明は本来事務的な問題であり、一刻も早く解消す



べきである。 

 

ざんねんながら、拉致問題についてはやはり米国頼みになるだろう。前トランプ政権（ト

ランプ１）の際の経験があるが、同様には考えられない。トランプ氏は以前と同じくらい

北朝鮮問題に熱意を傾けるか。傾けるとしても、非核化を目標にできないのではないか。

また、トランプ氏は安倍首相に二枚舌を使っていた。今回は米朝会談が開かれるにしても

そのようなことを許してはならない。それに現在のトランプ氏はあまりにも予測不能であ

る。そのように考えると、トランプ２においては日本にとって状況は不利であるといわざ

るを得ない。 

 

日本としては日本の政治状況が大事か、それとも真の解決が大事か、あらためて問われて

いる。 


